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やがて羽衣を発見して昇天し、汚れの身だということで小さな星を伴っ 二番目に位置することになったというものである。　「星女房」は、自らの意思によって下界に降りてきて男の妻となる、いわゆる「押しかけ女房」的展開を見せる。羽衣を伴わないものが多い 、八重山では昇天の際に羽衣が登場するのもある。しかしすべて結末は、柄から二番目の星の側に小さな星を伴った北斗七星の由来になっている。ここでは石垣市大浜の伝承例を挙げよう。　昔、あるところに貧しい親子が住んでいました。子供が三歳


























たことを詫びて、行かないように説得しましたが、天の掟とあってはどうにもなりません。妻は隠しておい 羽衣を取り出して、それを着ると子供を抱いて天に昇って行ってしまいました。天に帰ると、「私は、地上に降りて人間と結婚し、人間との間に子供までもうけた身なので 一番上で耀くことはできません」と言って、二番目の位置に座ることになりました。その側に小さく見える星は、地上から連れてい 子供だと言われています。　
北斗七星の柄の先から二番目の星（ミザール）の側に小さな








































ガサという物音が聞こえたので、翌朝、夫は妻に、「昨夜は何をしていたのか」と聞くと、「あなたが隣から借りてきた着物の返済をするために、姉妹を呼んで布を織って たのよ。これを隣 家 持って行って下さい」と妻はにこにこして答えました。「ありがとう。長い間、気になっ い が、お前のおかげで、隣の家への返済ができてホッとした 」と夫は妻にお礼を言いました。　
しばらく経ったある日のこと。夫婦で夜空を眺めながら話を


































 びっくりした兄は飛び起きて自分 連れて行ってと叫ぶが、舟はどんどん流され 地獄へ落ちて行く。
　
・












































行って水汲みをするのが娘の日課 なっていました ある日、娘がカーに行くと、髭を生やし杖をついた老人が現れて、「もったいない子だね」とつぶやいたそうです。「もったいな 。かわいそうな子だね。本当に」と、何度も立ち止まっては、ため息交じりに独り言を言っていたらしい　
水を汲んで家に帰った娘は母親に、







る島に伝わるものである。例話以外にも、普通 人と異なり乳房が四つある女が人柱とな たとか 鍋に入れられて油を取り、その油が王に送られた も語られ が、 ず も母親は
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の片方を斜めに切り、米を入れてお祝いに訪れた人に配るこに由来する。しかしこの長寿祝いは日本本土から移入されたものであり、比較的新しい習慣 が、中国伝来 話をうまく米寿 由来に置きかえたものが沖縄諸島を中心に各地で伝承されてきたのである。　
以上、沖縄の民話においては、 「天人女房」の北斗七星、そ








































































































































































































この古謡には、 「天ヌアーぢ」と、 「南七ち星」 「北七ち星」 、



























































































































































































































































えているところで遊んでいる隙に、ハブがやってきてその薬をこぼし しまう。その時、不老不死の薬がハブ 体にかかったため、ハブは脱皮して長生きできるよ になった。雲雀は怒ってハブを捕まえよう たが、逆に足 踏まれたため曲がってしまった。鶉は逃げたがハブに尻尾をつかまえら 尻尾 ちぎれたので尾が短いのだと。島の人は くら待 も妙 届かなかっ が、そのうち饑饉も病気もなくなった。　
この話は石垣市で聴取されたもので、前段は、月に見える影
が術を掛けられて動けなくなった大男アールパンナーの姿であるとする話で、後段は 月 女神から預かった不老不死の薬をハブが浴びてしまったこと 雲雀と鶉がハブと死闘した結果、今の形・姿になったという話 ある 前段の話につい 沖縄本島では「アカナーと鬼」 して語られ、鬼を欺いて追いかけられたアカナーが月に助けを求め、鬼に片足を食われながら 恩返しに、片足で潮汲み 行く姿だ する。 た後段についは、スディ（巣出）水と死水の として語られることが多 。すなわち、天の神様から人間 はスディ水を、ハブには死水を浴びせてくるように命じられた使 、途中で休憩 てい 間ハブがやっ きてスディ水を浴びてしまう。そこで仕方なく死水を人間に浴びせることになった。そのためハブは脱皮し 長
び、同じことを命じたところ、スバルは承諾した。それでスバルは島の真上を通ることになり、人々は農作の目当てとした。　
古謡では、北斗七星と南斗六星、そしてスバルの対照的な運











































































































































































































































































































































































































































































































































































の方言でニングヮチカジマーイと言う。かつては「台湾坊主」と呼ばれていた。急に発達し、早い速度で沖縄近海を通過し北東へ移動する。至る所で大きな被害をもたらすため 漁民 間でも恐れられた。それとおぼし ことが謡われているのが、八重山民謡の「高那節」 ある。この歌は意味不明なところが多く難解であるが、喜舎場永珣『八重山民謡誌』によれば、次のようにある。　　
































































































































































































































































































































 嫁は義母を疎ましく思い、目が見えない義母に毎日同じ食事を与え、 親はそれがお しいので満足しながら食べる。
　
・
 ある日、嫁ぎ先から娘が帰ってくると うので、母親はおいしいおかず とっておき、娘にそれを差し出す。
　
・
 それがミミズであること 初めて知らさ 、母と娘は嫁の虐待ぶりに悲しむ
　
・
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